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 環境省・松澤地球温暖化対策課長 （司会）により開会。 

 冒頭に、中川環境大臣、とかしき環境副大臣よりご挨拶をいただいた。 

 ※中川大臣は公務のため、ご挨拶の後退席。 

●中川 環境大臣  
 
 環境大臣の中川でございます。 
 我が国の温室効果ガス排出量の2030年度26％削減目標を達成す
るためには、家庭部門においても４割もの排出削減が必要でございます。
その達成に向けて環境省では、関係省庁や関係企業、団体の方々、地
方公共団体の方々と協力しながら、国民運動COOL CHOICEを推進
し、低炭素な暮らしを実現するためのあらゆる賢い選択を促しているところ
でございます。 
 今回は、チーム員の皆様のご提案のもと、平成29年度に行ってきた事
業の状況と平成30年度の活動方針をご報告させていただき、皆様のご
意見をいただきたいと考えております。これまで行った３回の会合に続き、
国民運動を盛り上げるための率直なご意見や斬新なアイデアをいただくこ
とを期待いたしておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

●とかしき 環境副大臣   
 
 ご紹介いただきました、現在環境副大臣を拝命しております、 
とかしきなおみでございます。 
 今日は、第４回COOL CHOICE推進チームの会議にご参加いた
だきまして、本当にありがとうございます。この推進チームでは、これまで
も例えばオープンイノベーションによるデジタルキャラクター、君野イマちゃ
ん、ミライちゃん、宿FREE企画、ZEHの宿泊体験、COOL CHOICE 
LEADERS AWARDなど、チームの皆様からいろいろご提言をいただ
いてきました。国民の皆様が低炭素な社会や低炭素な暮らしへシフト
していくための後押しをしていただいたということで、まずは感謝を申し上
げたいと思います。 
 今日は４回目ということで、今回は特に、これまで２年間にわたって
この活動を進めてまいりましたけれども、今後も盛り上げていくためにどう
したらいいのか、COOL CHOICEで生活はどう変わるのか、国民の皆
さんにどうご理解いただき、そして生活の中でどのように生かしていただ
けるか、定着していただけるか。さらに、環境に配慮する行動は格好い
い、すなわち「クール」である、そして、環境に配慮しない行動は逆に格
好が悪い、というイメージを世の中に持っていただけるようにするにはどう
すればよいのか、そういった具体的なご提言を、今日、いただけたらあり
がたいと思います。 
 今までもいろいろなご提言をいただいて、すばらしい活動に結びつい
ておりますので、今日もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

1.開会・挨拶 
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2.国民運動COOL CHOICEの進捗について(環境省報告) 

●松澤地球温暖化対策課長  
  
 本チームは、地球温暖化対策推進本部の決定に基づきまして、環境大臣が先頭に立ち、COOL CHOICE～賢い選択～を旗
印とした、低炭素型の商品、サービス、ライフスタイルの選択を促す普及啓発を展開していくために、関係省庁や各主体の皆さんと
の連携のもと開催するものでございます。本日もチーム員の皆様からさまざまなアイデアを頂戴したいと思います。 
 国民運動の進捗状況、それから平成30年度の活動方針について、まず、私どもからご報告をさせていただき、その上でご意見を
頂戴できればと思います。 
 国民運動の推進に当たりましては、経済産業省並びに国土交通省にご協力をいただいております。本日は、経済産業省がご欠
席ですが、国土交通省から総合政策局・一見次長にご出席をいただいております。さまざまな分野のキャンペーンを進める上で、具
体的なご提案もいただき、ご協力もいただいているということをあらかじめご紹介させていただきたいと思います。 

イントロダクション～家庭部門４割削減というゴールに国民運動をどうつなげていくのか 

 ２ページ目でございますけれども、４割削減のためにどのような普及啓発活
動に取り組んでいるかということを示しております。円グラフがございますように、
家庭からのCO2排出量、家電、自動車、それから冷暖房・給湯、この３つの
ジャンルのCO2排出量が多く、アクションが必要だということがわかります。 
 そこで、国民運動では、省エネ家電への買い換え、エコカーへの買い換え、
エコ住宅に住む、このあたりを新たな柱として現在発信を行っております。加え
て、これまで行ってきたライトダウンやエコドライブ、クールビズ、ウォームビズもC
OOL CHOICEの具体的なアクションと位置づけて進めているところでございま
す。eコマースの定着、そのさらなる拡大が考えられますので、宅配便の再配
達防止という新たなジャンルも取り入れております。 
 
 
 
 次のページでございますが、家庭部門４割削減にどんなことをやれば有効
かというのを、都内４人一戸建ての場合を例に示しております。LED、それか
ら複層ガラス、窓のリフォーム、エアコン、冷蔵庫を最新型に買い換える、こう
いったところが具体的な対策メニューでございます。高齢世帯、単身世帯など
世帯構成を考慮する必要はございますが、エコカーへの買い換え促進、LED、
省エネ家電、住宅の断熱性能向上を浸透させて、４割削減というところ、特
に家庭部門の省エネの深掘りということもやれないだろうかという思いで取り組
んでいきたいと考えております。2015年度現在、2013年度に対して１割削
減まで来ているというところでございます。 
 
 
 
 
 次のページをご覧いただきたいと思います。家庭部門全体のエネルギー消
費量、CO2排出量の推移を示しています。それぞれを１人当たりでみた場合
の値も併せてご覧いただけます。エネルギー消費量は2010年をピークに、 
CO2は2013年度以降、それぞれ減少傾向がみてとれます。この減少傾向
が続くように、国民運動で後押しをしていきたいと思っております。 
 

 お手元の資料１でございますが、４つのパーツから構成されております。 
 最初のイントロダクションの部分では、家庭部門４割削減というゴールに国民運動をどうつなげていくのか、振り返っていただきたいと
思います。 
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 ４ページでございますが、国民運動の効果については、家庭部門のCO2排

出量に加えまして、エネルギー消費量、その内訳の電力、ガスなどの消費量、

さらに省エネ家電や省エネ住宅などの普及割合、こういった客観的な統計値

で継続的に把握をしていきたいと考えております。さらに、行動変容という成

果をより的確に把握する指標の設定についても、現在検討しているところでご

ざいます。 

 

 

 

 

 

 次のページは、COOL CHOICEの認知の状況、あるいは賛同数という指

標を示しております。棒グラフが賛同数、折れ線のところが認知の状況でござ

います。認知度が低い状況にありますので、この向上は重要な課題と考えて

おります。 

29年度における具体的な進捗状況 

 続いて、29年度における具体的な進捗状況をご覧いただきたいと思っております。また、COOL CHOICEの認知度向上、自治
体との連携ですとか、基盤的な情報発信活動についてもご報告を差し上げます。最後に、30年度の活動方針案でございます。 
 
 ７ページに全体像を示しております。左側に示した家電、住宅など５つの分野のうち、右側の取組の中で赤字のところがそれぞれ
具体的なアクションを実施済みという部分でございます。一番右側の欄が大事なところですが、消費者の行動変容につなげるという
ことを念頭に置いて、地方自治体、それから事業者、国で連携して、例えば家電ですと買い換えなどのキャンペーンを行っているとこ
ろでございます。なお、この資料の一番最後のページに、作業グループのメンバーのお名前を載せております。この皆さんのご提案とご
協力を得て、立案、実施をしているところでございます。 
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省エネ家電グループについて 
 省エネ家電への消費者の選好を作り出すということで、省エネ性能を星の
数で示す統一省エネラベルを活用することを鍵にしてやっていこうということで、
家電販売店の協力をいただいて、家電購入の際には５つ星の家電を星の数
で選ぼうというキャンペーン、これを６月に秋葉原で立ち上げております。家電
店の製品の中で提示されております省エネラベルをスマートフォンで撮影すると、
10年前の製品と電気料金が比較できるという「カメラdeしんきゅうさん」という
アプリの無料提供も行っております。また、伊久美委員のご協力で、自走的
取組として、雑誌の「サンキュ！」で、家電も含めました、さまざまな 
COOL CHOICEの具体例の発信も行っていただきました。 
 
 
宿FREEプロジェクト 
 高須委員のご協力をいただき、高須委員がパーソナリティを務めるラジオ番
組のコラボレーション企画といたしまして、未来の家と家電製品を無料で体験
宿泊できるプロジェクト「SHONAN〔宿FREE〕」を、昨年の12月から今月末
まで、一般の方から宿泊の募集を行いまして、神奈川県の藤沢のサスティナ
ブル・スマートタウンというところで行っております。 
 
 
 
 
 
 
省エネ住宅グループについて 
 住宅の新築、あるいはリフォームもほぼ一生に一度の機会ということでござい
ますけれども、その機会に向けて、新築についてはゼロ・エネルギー・ハウス、既
存住宅については省エネリフォームをPRするエコ住キャンペーンを実施しており
ます。省エネ性能の高い住宅のメリットをわかりやすく伝えて、そういう家に住み
たいと思っていただくことが鍵だと考えております。このため、女優の壇蜜さんに
大使になっていただき、工務店向けのビジネストークガイドなどで、わかりやすく
発信していただいております。 
 ZEH体験宿泊事業を全国10ヵ所で12月から２月末まで、ハウスメーカー、
工務店のご協力をいただき実施中でございます。 
 さらに、省エネリフォームのメリットを、住宅情報誌「SUUMO」を通じまして発
信を行っております。 
 
 
 
エコカーグループについて 
 エコカー減税という経済的インセンティブがございますので、メーカーや販売店
の皆さんと連携をいたしまして、エコカーへの買い換えを発信しております。今
年は自工会・自販連と連携をして東京モーターショー、地方モーターショーで 
COOL CHOICEの発信を行っております。 
 
 
 
低炭素物流グループについて 
 「できるだけ１回で受け取りませんかキャンペーン」を昨年の３月末から開始
しております。キャンペーンでは、消費者が宅配便を１回で受け取る行動を一
般化することを目指してやっております。宅配便の再配達は温暖化だけでなく
労働負担の問題も引き起こす社会問題でございますが、消費者の取り組み
で解決できるところはアプローチしていきたいということで、１回で受け取ること
が消費者にとってもメリットになることを、荷主、宅配便の事業者、あるいは宅
配ロッカーを配置する鉄道、小売の事業者、マンション、ハウスメーカーなどの
事業者と協力をして、現在発信しています。中元、お歳暮の時期に合わせま
して、全国の百貨店と連携をして、配送申し込みのデスクに、こちらにございま
すようなPOPを設置いたしましたほか、宅配ロッカーに事業者の皆さんと連携
して、１回で受け取ろうというシールを貼っております。 
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ワークショップ 
 3月に消費者団体も含めて関係者に参加してもらうワークショップを開き
ます。そこで若年層や共働き世帯に働きかける発信内容などを議論してい
ただき、今後の発信内容につなげていきたいと思っております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ライフスタイルグループ 
 効率的で質の高いライフスタイルによってCO2も減らすことが期待できる
シェアリングエコノミーとの連携を進めております。第一歩として、都内７区が
ドコモ・バイクシェアと展開中の自転車シェアリングとコラボレーションを行って
おります。都心では赤い自転車をかなり目にするようになりましたが、そこにC
OOL CHOICEのステッカーを張っていただいて、自転車シェアリングがCOO
L CHOICEだということをPRしつつ、COOL CHOICEの認知度向上にも
つなげたいと考えております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

各種事業等について 

HP関連事業 
 ホームページはCOOL CHOICEに関する情報の入り口部分ということで
すが、現在310万回のページビュー数、80万人の訪問ユーザー数。これは
昨年同時期と比べて増加しております。 
 COOL CHOICE TVというYouTubeを使った発信も行っております。こ
ちらでは600本の動画を発信しておりますが、これらはアーカイブとしても今
後使っていけると考えております。視聴回数は延べ約15万回という状況で
ございます。 
 アプリも作っておりまして、スマートフォン、あるいはタブレットで一般の方が
情報をとりに来ていただけるように、年代ですとかライフイベントに応じたお勧
めの対策プランを紹介したり、あるいは温暖化の影響とか対策について広
範に知ることができる地球温暖化百科事典などを中身として載せておりま
す。ダウンロード数はこの半年で３倍に増えておりますが、なお8,000回に
留まっているという状況です。SNSについては、さまざまな情報をフェィスブッ
クなどで発信しています。しかしフォロワー数などはなかなか伸びていかないと
いうところがございますので、関心の低い受け手に対してどういう内容を発信
すると効果的なのかが検討課題でございます。 
 
 
COOL CHOICE PR動画 
 平昌五輪でも活躍された髙梨選手にウォームビズをPRする動画に登場
していただいたり、女優ののんさんに省エネ家電の買い換えをアピールする
動画に登場していただいたりしております。後者については始めて２週間強
ですが、今３本公開しているのですけれども、視聴回数が合計で18万回と
いうことで、非常に反響を呼んでいるという状況でございます。 
 

次の各種事業でございますが、こちらに基盤的な情報発信活動を紹介しております。 
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COOL CHOICEイメージキャラクター 
 吉田委員からいただきましたアイデアを具体化しまして、デジタルキャラク
ターを作っております。若年層、インターネットユーザーへの発信を狙ったもの
です。YouTubeで動画の発信を行っております。延べ９本で視聴回数が
約３万8,000回というところで、最近伸び悩んでおりますので、現在クオリ
ティーの改良に取り組んでいるところでございます。２次元データについては、
広く使っていただけるよう公開しておりまして、高知県の南国市や京都府の
舞鶴市で、バスとか市電にラッピングを施していただくなど、独自の取組を
行っていただくことにつながりました。地域での活用が広がるように、２次元
データについてもオリジナルの作者のご協力をいただきまして、現在拡充中
でございます。 
 
 
 
地域と連携した国民運動の展開 
 地域と連携した国民運動の展開ということで、市町村とコミュニティーFM
など、地域からもCOOL CHOICEの発信を行っているところでございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
COOL CHOICE普及啓発及び企業連携 
 崎田委員のアイデアをもとに、COOL CHOICE LEADERS AWARDと
いう、先進的な取り組みを行っている方々を表彰する仕組みを作りました。
環境大臣賞は、LIXILの窓リフォーム、それから爆笑問題アイデア賞は、空
き家対策と太陽光発電を兼ねて行う空家計画（そらいえけいかく）が選
ばれております。今後、表彰内容を東洋経済と連携しまして、東洋経済の
ブック・イン・ブックで紹介していく予定でございます。かなりハイレベルな応募
が今年ございましたので、来年度も継続してやっていきたいと思っています。 
 また、地球温暖化防止コミュニケーター事業ということで、伝道師の皆さん
を養成して、地域から温暖化の危機意識を共有するという取り組みを行っ
ております。気象予報士の方、あるいは学校の先生の方などがコミュニケー
ターになられて、自走式でもセミナーを行っていただいているところでございま
す。 
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省エネ家電グループ 
 今年は、家電を買い換える時期を目がけて効果的に発信を行うことを１つのポイントとしてやっていきたいと思います。 
 
省エネ住宅グループ 
 今年は、リフォーム、あるいは賃貸住宅の選択にも対象を広げて取り組んでいきたいと思っております。例えば省エネリフォーム 
体験実施がございますが、住んでいる家の温度を調べてみよう、確認してみようという取り組みを行うことを考えております。 
 ZEHの体験宿泊については、今年度の成果を検証した上で、来年度も実施していきたいと思います。 
 
エコカーグループ  
 エコカーにつきましては、エコドライブとの相乗効果を狙った取り組みをやってまいります。 
 
低炭素物流グループ 
 昨年７月に、国交省で総合物流施策大綱をとりまとめ、閣議決定されております。これを踏まえつつ、再配達率を減らせるよ
うに、若者への呼びかけ強化、職場受け取り、宅配ボックスの利用拡大、あるいは宅配便のピークシフトといったところをポイント 
に取り組んでいきたいと思います。 
 
ライフスタイルグループ 
 対象にするシェアリングエコノミーのバリエーションの拡大をしていきたいと思っております。 

平成30年度の取組について 

 各作業グループごとの今年度の活動方針案でございます。簡潔にみてまいります。 

H30年度に実施予定の取組の全体像 
 以上の全体像をまとめたものが28ページでござ
います。さまざまな取り組みをばらばらに行うので
はなく、右端にございます2030年目標、この
ゴールに向けてインパクトを出せるように、右から
２番目に進捗確認事項例とありますが、この指
標を設定して、アウトカムをしっかり出していきた
い。そのために実施事業例というのが左から２つ
目にございますけれども、さまざまな事業を、内
容を工夫して実施していきたい。そういう全体観
をもって進めてまいりたいと考えております。 

自発的行動の喚起 
 COOL CHOICEがカッコいいと考えて、自発的に行動する人を
ふやしていく。これをどうやって実現するか、私どもが常に考えている
ところでございます。下のほうにありますが、認知から行動の矢印が
ございます。各段階でそれぞれハードルがございますので、引き続き
ハードルを乗り越える仕掛けをつくって工夫をしていきたいと思って
おります。ただ、それだけでは十分でなかったり、あるいは、いろいろ
やっているのでわかりにくいという面もございます。副大臣からも挨
拶の中で申し上げたところでございますが、国民の皆様にCOOL 
CHOICEを理解していただき生活の中に定着させる、COOL  
CHOICEが常識で、そうしないことがむしろカッコ悪いというイメージ
ですとか価値観を持ってもらう。そのために必要な方策について、ぜ
ひ改めてチーム員の皆様から本日アイデアを頂戴できればと考えて
おります。 

 30年度の方針でございます。 
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3.チーム員からのご発言 

伊久美亜紀チーム員  株式会社ベネッセコーポレーション たまひよ・サンキュ！メディア総編集長 

●松澤地球温暖化対策課長  チーム員のみなさまから、五十音順でお一人お一人ご意見を頂戴したいと思います。 

 取り組みを伺って、COOL CHOICEの認知が上がっているということが大変うれしいことだ、
すばらしいことだと思いました。その要因として、難しいハードな内容をソフトな形で発信され
ていることが効果を上げているのだと感じました。 

  「消費の促進」と「省エネの促進」という相反するアウトプット。この難しい課題をバランスよく
落としどころをつけた提案がうまくいくのかなと実感しております。 

 私は、「たまごクラブ」「ひよこクラブ」「サンキュ！」など、主に主婦の方、ママ向けのメディアを
担っております。今まで３回勉強させていただいて、雑誌やウェブを通じ、とにかく難しくみせ
ないこと、エコってちょっと固く感じられてしまうところがあるのですけれども、それをいかにソフト
な形に変換して発信するかというのを日々心がけております。 

 先ほどご紹介いただいた「サンキュ！」という雑誌の12月号で、環境問題の企画を掲載し
たのですが、普通に「COOL CHOICE」みたいなタイトルをつけてしまうと、ちょっと引かれてし
まうところが実はございまして、子どもの未来のために私たちができることみたいなことにして、
見出しも電球とか、宅配便とか、わかりやすいキャッチをつけて表現させていただいたところ、
多分、子どもの未来ということにお母様方はもちろん関心をもっているということもありますが、
これは非常に好評でした。こういう形でソフトに伝えていくことでやっていけるのかなと、小さい
ながらも実感している次第です。 

 また、「エコプロ」というイベントがあるのですが、昨年末に私どもも出展させていただきました。ベネッセからは「こどもちゃれんじ」のしま
じろうと「サンキュ！」が参加。主婦の方だけでなく、子どもたちに向けてエコというものを表現させていただきました。当たり前のことです
が、子どもたちは楽しくないと全然参加してくれません。なので、楽しいこと、それからちょっとプレゼントがもらえるような、お得な、実の
あるコンテンツで、遊びながら学ぶ、そういうイベントにしましたところ、後ほど子どもたちから「エコがわかった！」とか、かわいい感想が
あったので、大変うれしく思いました。 

 女性向けのメディアは細かいディテールが命といわれております。隅っこの小さい部分、毎日の日々の生活の小さな場所にまで思
想を注入していくということが女性の心をつかむと思っています。毎日の生活のアイデアを提供しているので、省エネとは一見関係ない
ようなコンテンツのディテールに省エネの思想をいかに表現していくか。これが私どもの課題だと思っておりまして、今後、より意識をして、
COOL CHOICEのハードな目標達成に、日々のディテール、それから女性の心をつかんでいく、ソフトな表現をしていくところで、少
しでも貢献できたらと思っております。  
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市川晶久氏  日本商工会議所産業政策第二部 主席調査役   ※小林チーム員代理出席 

 商工会議所からは２点、①「都市部」と「地方」との情報格差、②取り組みへの圧倒的な
マイナス面の先入観が障壁になっている、という情報を提供させていただきます。 
 まず、資料１の19ページ「地域と連携した国民運動」の関連ですが、「地方都市」への広
報と周知について、さらなる強化をお願いしたいと存じます。 
 昨年３月、日商で公表した「温暖化対策の実態調査」によれば、都市規模の小さい地域
に所在する中小企業ほど、「取り組み方がわからない」と回答する割合が高い傾向にありまし
た。これは、情報が都市部に集中し、地方での「セミナーの開催」や「パンフレット類の配布」が
行き渡っていないことが要因と分析しています。 
 例えば、都下にある立川商工会議所の「環境シンポジウム」の開催案内チラシには、左上
に『立川発!! COOL CHOICE』とロゴマークを掲げています。一方で、昨日訪問した人口10
万の地方都市にある商工会議所は、地域版の環境ISOを作って会員企業を独自に認定し
たり、「電気を消してスローな夜を」と呼びかけ一斉ライトダウンを実施するなど、熱心に温暖
化対策に取り組んでいるのですが、その会議所の環境委員長ですら「COOL CHOICE」とい
う言葉を知りませんでした。もちろん、普段やっている事業活動そのものが「COOL CHOIC
E」な取り組みですので、大いに結構なのですが、個々の事業をもっと関連づけして横串を通
すには、「COOL CHOICE」というキャッチフレーズを使うことで、それぞれの事業に一体感を
持たせ、もっと「地域ぐるみでやっている感」を出せるのではないかと感じた次第です。 
 日商からも情報提供していきますが、やはり身近な市町村レベルの自治体が主体となって、
管内の商工会議所や消費者団体と連携して、広報、周知する仕組みを強化する必要があ
ると考えます。 
 次に、資料２「商工会議所のCOOL CHOICEに向けた取り組み」を紹介させていただきま
す。キャッチフレーズを『経営課題の解決with省エネ』としまして、昨年12月下旬から推進し
ています。 
 先に資料裏面をご覧ください。現在の多くの中小企業における実際の認識、代表的な受け
とめ方を紹介します。全国を講演などで回っていて、そこで受けた反応であるとか現場の実態
です。 
 まず１つ目が、「省エネ」「COOL CHOICE」と聞いて何をイメージしますか？に対しては、
何か特別なことをしなければならない、余計な、もっというと迷惑な取り組みだなぁという受け止
めが圧倒的です。やりたくないなぁとか、お金がないし、手間もかかるし、人手も要るし、ノウハ
ウもないし、うちの会社は小さいから、特別な取り組みは無理という圧倒的な先入観があって、
聞く耳すら持ってくれないケースが非常に多い状況です。まずは先入観を払拭して、マインド
チェンジが必要と考えます。 
 ２点目ですが、何で、わざわざ「省エネ」や「COOL CHOICE」やんなきゃいけないの？と目
的を誤解、勘違いしているケースも非常に多いです。わざわざ省エネを目的に事業活動して
いる企業なんてありません。あくまでも「省エネ」「COOL CHOICE」は手段、ツールであって、
企業活動の目的は経営の維持、成長です。そのために、経営課題の解決を図ったり、生産
性の向上や設備・施設の老朽化対策を行ったり、また人手不足や働き方改革、事業承継
に対応しています。こうしたさまざまな経営課題を解決する際に、「省エネ視点」や「COOL C
HOICEの視点」を加味することで、課題解決できる場合に活用すればよい取り組みであると
説明して回っているところです。 
 ３点目は、「省エネをやろう」「COOL CHOICEをやろう」というかけ声や精神論だけでは、
経営者も社員もストレスで疲弊してしまって効果も少ないという傾向にあります。社員の納得、
現場の協力がないと、その場限りの一過性の対応で終わってしまって、長続きはしません。最
初の動機づけとして、現場、社員にとってメリットを感じて共感してもらえる仕掛けが必要です。
例えば、社員が取り組みに協力して、そこで成果が出たら、社長はちゃんと認めてあげて、最
初は社長自らペットボトルを一本一本社員に配ることから始めてもいいです。ちゃんと社員に
利益を還元してあげて、社員にも取り組みのメリットを感じてもらうことが大切だとお勧めしてい
ます。 
 オモテ面に戻って、中小企業も気候変動対策への貢献が必要なのですが、いま紹介したよ
うに、経営者にとっての関心事は足元の経営課題などを解決することであって、「省エネ」や「C
OOL CHOICE」など考える余裕がないというのが実態です。そこで、まずは足元の経営課題
を解決して、ついでに「省エネ」や「COOL CHOICE」も同時達成していこうというメッセージを 

発信するため、商工会議所でアクションプランを策定して、現在、全国展開を始めたところです。日商から中小企業の経営課題の解
決に際して加味する省エネ視点として277項目のリストを用意し、「自主的な取り組みの促進」を基本スタンスに、「スモールスタート
＆長続き」で、できることから始めていくという方針のもとで、「業務の改善」や「利益を確保」、「人材の育成」、「新ビジネスの展開」を
図るなど、経営課題を解決しながら、ついでに「省エネ」であるとか「COOL CHOICE」を同時達成していこうということで、中小企業に
「COOL CHOICE」に向けた取り組みの展開を図っているところです。 
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崎田裕子チーム員  ジャーナリスト・環境カウンセラー 

 私は、暮らしや地域の中でエコライフの普及啓発、呼びかけなどもする立場から参加させ
ていただいて、今回報告をお聞きし、この場でみんなで発言してきたことを実際に生かしてい
ただいて、たくさんのメニューが出てきており、とてもうれしいです。その上で、このたくさんあるも
のをつないだり、より効果的にしていく時期に入ったのではないかという感じがしました。効果
的につないでいくだけでなく、もう一点、例えば省エネをしたときに、電気代が大幅に削減し
てうれしかったとか、そういうデータを録って効果を明確に理解していく部分も重要で、環境
行動を盛り上げていく面としっかりと定着させていく、その両面が必要なのではないかという印
象を持ちました。 

 それに関して１つずつ提案をさせていただきたいのですが、まずつないで盛り上げていくこと
に関して。昨年12月にCOOL CHOICE LEADERS AWARDの表彰式があり、私も会
場で参加させていただいて、本当に多くの方が実践的に取り組んでいたり、アイデアいっぱい
のものもある。そういう方々を応援して、こういう人たちがどのように取り組んでいるのか、その
町に行ってみたいなと強く思ったのです。私、前回、君野ミライに出会う町とか、君野ミライに
会いに行くとか、そういう広がりを期待する発言をさせていただいたのですが、COOL CHOI
CE AWARDの入賞地域ってそういう地域なのではないかと思いました。君野ミライに出会
うエコツアーとかをつくって、みんなで回っていくようにすると、COOL CHOICEで生き生き 

暮らしている人の顔がみえる。そういう感動を共有して、では、自分たちも実践するとこんな楽しい暮らしになる、という思いを広げて
いくというのもいいのではないかと思いました。 

 COOL CHOICE LEADERS AWARDで実際に表彰された中で、例えば茨城県の筑西市の商工会で、みんなで自然エネル
ギーを活用するため、天日干しにするためのボックスをつくって、多くの農家が野菜などを干して、地域の特産物をつくってるのが非常
に高く評価されているのです。そういうところに行って農家の方たちとお話もしたいと思いましたし、桐生市で低速のエコカー、電動バ
ズを町で走らせて、高齢の方のお買い物や、観光に来た方にゆっくり町をみてもらうという町おこしにも活用しているような例があり、
やはりそういうところにもぜひ行ってみたい。君野ミライに出会うエコツアー、そういう新しいものを開発して、いろいろな事業の拠点を
つないでいただけたらうれしいなと強く思いました。 

 もう１つ、では、実際にどのように効果を上げていくかということなのですが、資料の20ページのCOOL CHOICE LEADERS A
WARD の話の下に、地球温暖化防止コミュニケーター事業で１年間に500名のコミュニケーターを養成していて、既に2,500人
も活動してくださっているという情報がありました。やはりこういう方たちが地域で子供たちに語りかけてくださるときに、親御さんと一緒
にその家庭のエネルギー使用について表を作ってチェックしていくような、遊びながら学びながら、具体的に取り組んでいくような形を
作って、自治体と協力していただくのがいいのではないかと思いました。 

 なお、指定管理している公設の環境学習情報センターで、今まで取り組みがなかなか難しかった地域の中小事業者の省エネ
データを見る機会がありました。区が募集して10社の省エネ診断をして、その後、5社はアドバイスを受けて取り組みを見直し、1年
間データを計ったのですが、驚いたことに、全部LEDに換えるとか、そういう本当に初歩的なことなのですが、電気の使用量が全社
ほぼ６割削減、電気代が６割削減しているのです。 

 やはりまだできることがたくさんあるご家庭や地域事業者さんは多いと思いますので、まずそういうデータをしっかりとって取り組みを
広げていくのは、省エネの入り口なのですけれども大切です。この色々な取り組みをつないで盛り上げることと、効果を見える化する
両面が今大事なのではないかと思いました。ぜひまた広げていければいいと思います。 
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鈴木英伸チーム員  株式会社そごう・西武  執行役員 CSR・CSV推進室シニアオフィサー 

私は、日本百貨店協会の代表として参加させていただいております。日本百貨店協会で
は、先ほども出ましたが、「１回で宅配便を受け取りませんか」を訴求するPOPをギフトの
時に承りカウンター等のお客様の目に入るところに掲示して、お客様に、「お日にち、こちら
で大丈夫でしょうか」と手でさっと示せるようにしています。待っていらっしゃるお客様もこの
POPを結構みてくださるのです。「これって何かしら？」と聞いてくださるお客様もいらっしゃい
ます。こういうことから少しでも知っていただき、行動を起こしていただくという活動をしておりま
す。 

 弊社の池袋店は１日20万人のお客様が通られますが、他の大型店舗でも5万人前後
のお客様が毎日来られます。こういう場を使っていろいろなお知らせをすることにより、多くの
お客様に知っていただき行動していただけるのではないでしょうか。百貨店協会として、ポス
ター、POP、店内放送、それから夏場はエコバッグにもなるクールバッグを安価で販売もして
います。全国の百貨店が力を合わせて、COOL CHOICEが当たり前になるように活動し
ております。 

 例えば弊社では、加山雄三さんの「クールでいようぜ、いつまでも。」というポスターを制作
し、そこにCOOL CHOICEのマークを一緒に掲載させていただいています。 

 また、スーツのパンツの裾をマイナス５センチにすることで、クールビズのカジュアル化に歯止めをかけ、きちんとしたスーツ姿で、しかも
足元を５センチ上げるだけで、格好よくて涼しいのだということを注目してもらうために、思いっ切りジャンプさせたマネキンを展示しま
した。それがおもしろいということでSNSで結構取り上げられて、雑誌とかマスコミさんにもそれを受けて取り上げていただく。その時に
「これ実はCOOL CHOICEなんです」というお話をすることで、さらに拡散していく、ということもしております。 

 また、１、２年ぐらい前には、「クール百貨店はじめました。」という打ち出しをし、環境省さんのいろいろな写真ですとかデータをい
ただきながら、それぞれインテリアならインテリアに関係するもの、衣料品なら衣料品の関係するものを一緒に連動しながら、COOL 
CHOICEを訴求し、販売にもつなげました。 先ほど伊久美さんからもお話がありましたが、子供の未来のために、そして楽しく。そ
こに百貨店は、できれば「格好よく」を入れたいと思っております。子供というのはすごく大切なキーワードです。例えば弊社でグリー
ンカーテンや打ち水、ライトダウンをステークホルダーの方々や、地域のお子さんを呼んで一緒にやっているのですが、何が起こるかと
いうと、お子さんがグリーンカーテンの内容を知ると、お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃんに、「グリーンカーテンって知って
いる？」 と宣伝してくれるのです。私たちがどれだけ一生懸命グリーンカーテンは、と言ったところで誰も聞いてくれませんが、かわい
いお孫さんやお子さんが一生懸命話せば、一生懸命聞いてくれるのです。「うちもやろうよ」というと、やってくれるのです。そうやって
広げていくというやり方もあるのではないでしょうか。 

 クールビズだとか、クールライフだとか、COOL CHOICEだとか、現場に行ったり、お客様に伺っていると、何が何だか区別がつかな
いというのが実態だと思います。でも、これまでの環境省さんをはじめとした皆様の努力で、やっと認知がされてきた。ここからがチャン
スだと思いますし、ここからが正念場だと思います。まずは受動から入るべき。例えば百貨店で何かおもしろそうな、楽しそうなイベン
トをやって、メリットを納得していただいて行動に移っていただく。１アクション・２バリューみたいな考え方でいいと思うのです。何か１
つやることによって世の中のためにもなるし、自分のためにもなる。そんなことが伝えられればいいのではないでしょうか。 

 ちなみに、弊社のある大型店舗で基本照明を全部LEDに換えた結果、年間4,000万円ぐらいのローコストができました。単純
に蛍光灯からLEDに換えただけの電気料だと、そんなに大したことはないのですが、実は照明から熱を発しなくなったことで空調に
負担がかからなくなるのです。百貨店に照明はたくさんありますから、熱をもってすごく暑くなるのです。その分、冷房を多くかけなけ
ればいけなくなります。クールシェアもありますから、余り暑くはできないために冷房をかけると、その分電気を食います。それがLEDに
換えたことにより思わぬ副産物で、節電によるローコストにもなりました。そういうことも含め、先ほど崎田さんのお話にもありましたよ
うに、バリューというか価値を伝えるというのも大切なことかなと思います。 
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高須 光聖チーム員  放送作家 

 私は前回、前々回、ずっと、エコ家電とかエコ住宅というのを知ってもらうために、どうしていく
のが一番いいのかなと思って、やはり体験だろう。体験していただくのに、なかなか一般の人は
足を運んでくれないし、耳を傾けてくれないし、ましてや先ほどから言われているCOOL 
CHOICEって何なのということがずっとあるので、何とか興味をもってもらうことはできないかなと
思うのです。一般の方はやはり日々忙しいのですよね。余裕がないですし、オリンピックもやっ
ていますし、見たいものがたくさんあって、時間も本当にない中、そういう人たちに聞いてもらう
にはどうするのがいいかな、それは実体験がいいのだろう、体験してもらうことが一番いいのだ
ろうと私は考えました。 

 それを今回、私のラジオで一番最初に、環境にいいどうのこうのといっても、なかなか届かな
いので、タダで泊まれますよと。１回体験するという感覚よりも、タダで泊まれる宿泊施設が
あるんだよ。そうすると、行ってみようかな。タダで泊まれるのか。１泊分浮くな。家族で行って
みよう。では、兄弟で１回行ってみようとか、そういう意識になっていくのだろうと思いまして、
今回、藤沢のSSTでSHONAN〔宿FREE〕というのをパナホームさん全面協力のもとで作ら
せていただきました。12月から２月までの22日間。これは本当は週末とかに使えると、もっと
いろいろな方に楽しんでいただける、理解していただけるというのがあるのですが、そこはちょっ
とできなかったので、それは残念でした。 

  ただ、単純にタダで宿泊してということだけではなくて、今回、私の横にいる土屋委員にも、たまたま鎌倉で暮らされているので、そ
こに行けば、土屋さんがよく行く、いいお店を知れるというのをつけてもらったりとか、いろいろな付加価値をちょっとずつつけさせていた
だいて、どういうお店があるのかというのは土屋さんも教えたくないところもあるのでしょうけれども（笑）、結構いろいろなお店を出し
ていただきました。 

 それに、ラジオの中で出たアイデアというので、若い人たちも理解していただく。どうしても若い人に届きづらい案件かなと思いまして、
宿FREEの中に、エコライフ、環境に優しいというイメージとして、アウトドア用品を置かせていただいたのです。例えば天体望遠鏡を
置くと、夜に部屋の電気を消してみるのです。真っ暗にすることで、そういう体験をしたら楽しかったなと。あと、ハンモックを置いてみる
と、ハンモックってこんなに気持ちがいいのか、こういうことが体験できるのだなというのを、宿FREEに住むと、エコ家電も体験できるし、
そういう意識も持てるというので、私たちは推進していきました。 

 その結果、一応、22日間、全部埋まりまして、すごく好評だったのですけれども、これは１回で終わってしまうと、単純にそんなこと
があったな、で終わってしまうので、ぜひこれを続けていきたい。できれば東京都内にもうちょっと近いところにあると、いろいろな地方の
方が東京に来るのに１泊タダで泊まれるんだ。その中でいろいろなことを、東京の良さも知っていただける。もっと言うと、環境プラス
東京の夜の町ってこんな感じなんだというのも認識していただける。 

 私、ハンモックとかいろいろなものをつけるといったのですけれども、都内だとなかなかそういう場所がなかったりもするので、都内なら
では。私は、冬というとどうしても出づらいし、外あけるのも大変なので、できるだけアウトドア感覚になってもらうには、本当は夏とか
秋とかにこういうのを実施できたらと考えております。 

 自分のアイデアはここまでなのですけれども、例えば、先ほど崎田さんがおっしゃったコミュニケーターの方が2,500人いらっしゃるとい
うので、本当にジャストアイデアなのですが、そんな方へ短目のVTRを作ったほうがいいのではないか。もうあるのかもしれないですけ
れども、君野ミライのキャラクターを使って、３分ぐらいで子供でもわかるようなものが作れるならば、2,500人の方の意識を一緒にし
ていただくというので、作ったほうがいいのかな。先ほどおっしゃったみたいに、君野ミライ、君野イマというのをちゃんとみんなの頭に１
回通す意味でも、そのようにしたらどうかな、と思いました。 

 あと、これは多分、最後のほうでしゃべられると思いますけれども、２次データで利用する場合は、一応、ご当地みたいなものは、
あらかじめこっちで幾つか作られているのかどうかわからないですが、例えば京都だったりすると、君野ミライ、イマさんが着物を着てい
るとか、何となくご当地で使いやすくなるようなデザインをあらかじめ用意しておくというのも１つのアイデアかなと思いました。  
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土屋 敏男チーム員  日本テレビ放送網株式会社 日テレラボ シニアクリエーター  

 今、高須さんからご紹介がありました、藤沢の隣の鎌倉にたまたま住んでいるがために巻き
込まれまして（笑）、私のとっておきの店を幾つか地図上に示させていただきました。そのよ
うなことをラジオのゲストに行ったときにさせていただいたのです。 

 私はテレビをずっと作ってきましたので、今回の報告の中で気になったのは、COOL     
CHOICE TVとかアプリのダウンロード数がやはり伸びていないというところです。この辺は、や
はり今のネットのことでいうと、バズるようなものをどう作るかという考え方をもう一回していった
らいいと思うのですが、そうなったときに、前に遡っていくというか、COOL CHOICEって何で
するんだっけ、省エネだよね。省エネって何でするんだっけ、環境に優しいとかそういうことがあ
るのですが、地球温暖化対策だよね、というような形を考える。では、地球温暖化対策って
何だっけというと、何となく画として浮かぶのが、やはりいまだに南極の氷が落ちているあの映
像だったりするのです。ではそのことが自分に一体関係あるのかというと、正直非常に遠いと
思うのです。そのことが自分の生活に関係あるのかと考えてしまう。 

 そのところに関していうと、実は気候変動ということは、今の日本の１年を考えても非常に
近いテーマです。体感ですよね。この前の夏はとても暑かった。この冬はとても寒い。台風が
多かった。雪はものすごいことに今現在なっている。こういった気候変動は、非常に今、日本 

のあらゆる世代の中で体感として共有していると思うのです。地球温暖化との関連を非常に厳密にいうのは難しいと思うのですけ
れども、関連のパーセンテージを出すことは可能だと思うのです。要するに省エネ、COOL CHOICEをすることが、今自分たちが感
じている環境の変動に関係しているのだということを、私はYouTubeのテレビとか、いろいろなものではっきりと出していくべきだと思う
のです。やはり今、日本人が体感的に感じていることにつなげて行動を導いていくということが非常に影響があるというか、効果があ
ることだと思いますので、ぜひそういったことをご検討いただければと思いました。 

 それと、前回の会議のときに、逆にネットとかそういうものを使うことによって、シニア層が古い家電、クーラーであったり冷蔵庫を一
番使っていて、そういったものの買い換えに届かないのではないかということで、そういったものをシニア層に届ける、買い換えを促進す
るようなリーチを稼ぐときの地方新聞であるとかコミュニティーというお話を提案させていただきました。多分これからしていただけるのだ
と思うのですが、もう１つのアイデアで、例えば10年、20年前にクーラーを買ってそのままにしている方というのは、多分そのときのテ
レビCMをご覧になっていたと思うのです。そのテレビCMに出ていたキャラクター、そのCMを短く使って。例えば霧ヶ峰ですと、当時、
萩本欽一、欽ちゃんがやっていたのです。こうやって言っていたけれども、今は最新型を使うと実は何％電気代が安いのですというよ
うな、とにかくシニア層の買い換えにリーチできるような手法を考えてやるようなことで、COOL CHOICEの１つの、新しい家電に買
い換える方法を考えるということを申し上げたいと思います。 

14 



南部 美智代チーム員  日本労働組合総連合会 副事務局長 

連合では昨年、6,000人以上の組合員の方々に、環境に関する取り組みについてのア
ンケートをとりました。連合が20年近く続ける「エコライフ21」という環境を意識した日常の
取り組みについてのアンケートです。その中では「ピークカットアクション」という節電の取り組
みを呼びかけて進めていますが、完全な定着までもっていくのは大変であると実感していま
す。 

アンケートでは、「クールビズ」「ウォームビズ」の取り組み度合いを聞いてみました。86.6％
の人が取り組んでいて、オフィスで照明を小まめに消しているという人は75.8％。これらは
定着したかなと思います。その一方で、退社時に主電源を切っている人は37.4％。また、
環境に配慮した製品の選択については、男性では23.3％、女性では36.1％ということ
で、買い換えとなると少し重いのかな、と。連合はこの20年近くこういった取り組みを進め
ていますが、発信に対してそれを受けて取り組んでもらうというのは、やはり大変です。また、
「環境家計簿」をホームページに掲載していますが、アクセスや利用が少ないという悩みも
あります。 

 今日のご報告にもあった、ホームページへのアクセス数が頭打ちとなってきたという状況の
中で、今後はターゲットを絞った発信も必要なのかなと思っています。たとえば、地域での 

地球温暖化防止コミュニケーターの普及や、小学校、中学校での出前授業などでは、お子さんへの意識付けが進むと、家庭の
中でもより意識付けが進むのではと思っています。自治体や地域レベルで取り組むような仕掛けは、国が主導すれば進むのかなと
も思いました。 

 私の家でも、昨年にガスの湯沸かし器が壊れ、家庭用の燃料電池コージェネレーションシステムをつけましたら、いま電気がこれ
だけできています、これだけ使っています、足らない分は送電していただいています、というのが見える化できました。この電気を消し
たら0.1減ったとかという楽しみができて、私以外の家族にも節電の意識がどんどん高まってきたという効果もありました。 

 このような感じの意識づけと発信の工夫をぜひさらに検討していただくのとあわせて、私たち連合も一つ一つの積み上げをこれか
らも引き続きやっていきたいと思っています。 
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根本 勝則チーム員  日本経済団体連合会 常務理事 

 経団連の立場だと、やはり産業部門などが主体となりますので、なかなか家庭部門に直
接目配りできないわけですが、２ページにお示しいただいたとおり、家庭部門の４割削減
も、電力の排出係数の削減で26％賄うという前提が置かれております。私どもとしてまず、
電力の排出係数の低減、いわゆるゼロエミッション電源を増やすことに取り組んでおります。
原子力が当然半分ぐらい占めますが、その再稼働に向けての活動をさせていただいており
ます。 

 加えて、産業部門そのものは、皆様ご承知のとおり、低炭素関連や、リサイクル、3R関
係の自主行動計画を推進しております。こうした取組みを通じて、京都議定書の第一約
束期間では12％強、その後2013年度から2015年度の間でも4.7％程度の排出削
減を達成してきております。そうした中で生み出した、低炭素・省エネ製品等々への買い
換えが今回のターゲットになっていると理解します。企業活動としても、それが増えてくるこ
とが当然に必要だと思いますので、一緒になって取り組ませていただいていると思っておりま
す。 

 ５ページにありますような認知度の向上は、非常にありがたいお話で、さらに進むというこ
とを我々としても期待していますが、認知度の絶対値が高いか低いかという問題がやはり 

まだ残されております。ミライさんなどにいろいろ頑張っていただかないといけないところはあります。私どもの経験の中で申しますと、こ
れは前回か前々回かに申し上げたかもしれませんが、あるマンション群を計画されたところで、今、南部さんからご紹介があったス
マートメーターではないのですが、特定の、使っている電力が見えるだけのメーターをつけて、マンション群の中で各戸別にどれくらい
消費量が減ったかをちょっとだけ競争していただいて、１等賞から何等賞まではお隣にあるショッピングセンターで500円のお買い
物券が配られますというようなことを毎月していったら、それだけでマンション群の電力使用量が１割以上減ることもございました。
見える化と動機づけの部分は、というよく使われる言葉ではございますが、楽しくお得に、進めていくことが大事なのではないでしょう
か。参加意識を高めるためにはそういうことが必要だろうと思います。 

 何人かの方からもございましたが、１つの例で、エアコンの使い方というのもございます。夏の間のお話ですが、自動だからいいや
といって、ずっとつけっ放しにするのがいいのか、ある一定時間、かなりの温度を下げて切ってしまう使い方がいいのか議論があります
が、実は後者のほうがはるかに効率がいいこともわかっております。もちろん高気密住宅になった結果の成果ですが、そういう使い
方も楽しくお得に、といった形で伝えていくことが必要であろうと思っております。 

 見える化のほうに戻りますと、１つのアイデアとして自治体間で競争してもらうことも話題に出ることがあります。いろいろな社会保
障の関連では自治体間の比較みたいなものも出てきていますが、こういうクール系のお話についても、いろいろな主体間の競争、
というわけではありませんが、「お隣はどうかな」という動機づけをしていくというのは、１つの方法なのではないかと思っております。 

 施策の中で幾つかお願い事がございます。これは前回も申し上げたのですが、例えば２ページの表記のうち、４つのうち３つ以
上行えば14％削減は達成可能ということで、確かに全員が実行すれば達成は可能なのですが、実はすでにやってしまった人の
問題もありますし、４つのうち４つ皆さんやってくださいといって、14％に届くのだろうか、という気がしております。ぜひこのあたり、ご
配慮をお願いできればと思います。 

 計画の中にもありますが、省エネ基準適合住宅、ZEH等々を100％にするというのは、実は不可能に近いことなのですが、でき
るだけ進めていく、2030年度に基準適合率３割にするというすばらしいお話で、ぜひ進めていただきたいと思います。しかし、ここ
から先は国土交通省さん、あるいは自治体のお話になるのかもしれませんが、では、いわれるところの木密（もくみつ）を一体どう
いう政策体系で、どう進めていくのでしょうか。あの地域の住宅に対しての政策手段をどうするのかは非常に難しいお話になってま
いります。先ほどシニアのお話も出ましたけれども、もっと難しい話がここにはあるということでございます。そういう政策間のバランスと
いうか、総合的な政策で取り組んでいただくことを期待したく思います。そのためにも、これも前回申し上げたことですが、28ページ
にあるようなさまざまな施策に関し、それぞれの効果測定を実施しないと、何をやっているのかわからなくなってしまう傾向がございま
す。政策の場でもありますので、ぜひそうした効果測定もできるような形でのお取りまとめをお願いできればと思っております。 
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下田康晴氏  横浜市温暖化対策統括本部長    ※林文子チーム員代理 

 皆様から自治体間の競争といった話が出ておりますが、日本最大の市町村として、
我々が果たすべき役割は非常に大きいと考えており、プレッシャーを感じるとともに、是非
先導してまいりたいと頑張っているところです。 

 これまでにG30というごみを減らすという取組で我々は市民の皆様の協力をいただき、
大きな成果を上げることができましたが、ゴミを減らすという目に見える取組と比べると、二
酸化炭素を減らすという見えにくい温暖化対策について、市民の行動につなげていくこと
は、皆さまもおっしゃるように、非常に難しいと感じています。 

今、横浜市では新年度予算を議論していますが、新年度は「COOL CHOICE」に「横
浜」をつけまして、「COOL CHOICE YOKOHAMA」と題した温暖化対策を、横浜らし
さを出しながら工夫して行っていく予定です。 

 その１つが、子供にアプローチするということです。我々の経験では、子供に働きかけると、
その内容がお父さん、お母さん、おじいさん、おばあさんに伝わっていき、非常に波及力・
伝播力があります。現在、小学生が環境問題等について考えていることを絵日記形式で
表現する環境絵日記展という取り組みをリサイクル組合と連携して行っています。かれこ
れ６年くらい続く取組なのですが、絵日記展には、夏休みの宿題として取り組んでいただ 

いている学校も多く、２万５千点近い応募がありますので、こういう子供をキーにして様々な方々へ連携を広げる取組を進め、多
くの市民の皆様の最終的な行動に移していくということをやっていきたいと考えています。 

次に、「横浜あかりプロジェクト」という明かりにフォーカスしたさまざまな取組を展開しています。例えばIKEA港北店のご協力をいた
だき、高齢者世帯にLED電球を配布していますが、どのぐらい消費電力が減っているのかを、アンケート調査をして、見える化をして
います。自分たちで消費電力を確認することで、家庭の中で議論が行われ、行動に移していくことを期待しています。その他、
WWFやスターバックスと、それぞれライトダウンのイベントも行っています。こういったイベントは、今後、オリンピック・パラリンピック、ラグ
ビーワールドカップといったイベントが目白押しですので、そういったものとうまく絡めながら、効果的に実施して、市民の皆様の行動に
繋がるようにしたいと思っています。 

 最後は、企業との連携です。あかりプロジェクトでの連携をご紹介しましたが、例えば初めにお話した環境絵日記の取組において
も企業の方に協賛いただき、自社の商品などが環境に優しいということを上手に子供の視点からも絵に描いてもらい、その輪が広
がっていくような形で連携頂いているといったように、どの取組においても企業の皆様の力は欠かせません。今後、例えば新横浜周
辺には、アップル、イケア、リコーというRE100の企業が集まっています。そうした、市内に立地する環境面で意欲的な企業と連携し、
地域における再生可能エネルギーの導入拡大に繋げていきたいと思っています。 

 本日皆さんのお話をお伺いし、色々ヒントを頂くことができましたので、是非生かしていきたいと思っております。市民と企業、全部
含めて我々は市民、と考えておりますので、そういった市民が様々な取組の結果、エネルギーの「選択」をしていく、ライフスタイルや
企業行動を「選択」をしていく、つまり日本最大の都市である横浜で「選択の力」が発揮され温暖化対策を引っ張っていく取組を、
皆様のお力を今後ますますお借りしながら力強く進め、「COOL CHOICE YOKOHAMA」を発信していきたいと思っています。 
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百瀬 則子チーム員    ユニー株式会社 顧問 

  「お買い物でCOOL CHOICE」をずっと進めています。お店は地域のコミュニティーセン
ターといいますか、地域で公共的な催し物を開催したり、ウォームシェア、クールシェアという
ことで、お店でお買い物しながら暖まろう、涼もうということが一般的になってまいりました。
これはショッピングセンター協会のシェアマップに記載しいます。ショッピングセンター協会の会
員企業に、毎年参加店舗を出してもらい、載せるようにしています。特にお年を召した方
は、暑いとき、それから寒いときには、ショッピングセンターをお散歩がわりに歩いて運動と
いったご利用もしていただいています。 

 それから、近頃スーパーマーケットはネット販売等バーチャル店舗に圧されて、かなり売上
が厳しいです。バーチャルなお買い物はどうやって品物を手にするのといったら、宅配ですが、
再配達などCOOL CHOICEでも課題になっています。弊社でも2017年に新しくできた
店に宅配ボックスをつけました。バーチャルなお買い物をしていらっしゃる方も、リアルな店舗
に来れば、おいしそうな果物とかお魚があるということで、ついでに商品を購入していただけ
ます。そういった形で、リアルな店にバーチャルも一緒に巻き込むという形で、宅配ボックス
がに売上にもつながるのではないかと考えています。 

 それだけではなくて、「お買い物でCOOL CHOICE」をするということは、どんな商品を 
購入すれば良いのかなということを知らなければいけないわけです。ショッピングセンターやスーパーマーケットではそうした「環境にや
さしいお買い物」といった環境学習をとても一生懸命やっています。 

また、2014年に愛知・名古屋でESD（持続可能な開発のための教育）のユネスコの大会がありました。2015年からはSDG
sになっているわけです。SDGsの「13」はまさしく気象変動に関する項目なのですが、それを子供たちは今学校で学習しています。
「気象変動を勉強して、自分では何をすれば良いの」と聞くと、みんな「節電、節水」、それから「環境にいいものを買う」とか、「で
きるだけ自転車に乗って車に乗らない」などと答えるのです。「それってCOOL CHOICEだよね」というと、あっ、そうなんだと気づき
ます。 

 COOL CHOICEという言葉はどこから広めていったらいいかと思い、弊社で毎年スーパーマーケットに来て行う環境学習に２
万人の子供たちが参加します。そのときに必ず「お買い物とCOOL CHOICE」を、お店を歩きなが紹介しています。例えば「この
ノートは再生紙でできているね、このノートはFSCだね、このノートは何も書いていないね、どれ買うの。」「ここには充電スタンドが
あるけれども、これはどういう自動車に使うのかな。」店内にあるLEDのショーケースのライトをみせて、「これはおうちにあるLEDと一
緒だよね」みたいな話をしたり。COOL CHOICEというのは、もしかしたら今やっているエコライフスタイルのもっと進んだ形なのでは
ないか。だったら、今やっていることの中で、もっと真剣に取り組もうかなと思う子供たちが現れて、その子供たちが家庭に帰って、
お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃんに一生懸命伝えたら、世の中が変わるのではないかと期待しているのです。 

 COOL CHOICEという言葉をみんなが自然に耳にしたり、それはどういうことなのかということが思い浮かぶような形になれば、
多分、毎日の買い物でCOOL CHOICEをしていた人が、車を買うときにはエコカーにするし、家を建てるときにはきっとZEHにす
るし、そして生活全体がCOOL CHOICEになっていくのではないかと考えています。  
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吉田 浩一郎チーム員    新経済連盟理事／株式会社クラウドワークス代表取締役社長CEO 

 クラウドワークスは今、シェアリングエコノミーの１つであるワークシェアリングということで、最
高年齢85歳までの方に登録をいただき、子育てママも含め170万人が働いていて、その
中から今回の君野イマ、君野ミライがキャラクターとして、シナリオライティングとイラストデザ
インのコンペによって生み出されました。 

 伊久美委員から子どもは楽しくないとやってくれないというお話があったのですが、今は大
人も楽しくないとやってくれないということがいえるのかなと思っていて、この取り組みは当時、
やはり大人たちがおもしろがってツイッターでシェアして、みんながイラストをどんどんやっていく
という感じがありました。 

 今、我々は働くという部分で事業を展開していますが、その中でいろいろな変化を感じて
います。例えば年末の物流のアルバイト１人を雇うために必要なコストが今10万円かかっ
ているそうです。10万円をかけてようやくアルバイト１人を採用できる。あるいは、18歳の
起業家が今、ワークシェアリングのマッチングサービスをやっているのですけれども、それは「今
日か明日、インスタ映えする店舗だけで働ける」がコンセプトになっていて、「来週のシフト
を入れるのも面倒くさい」というくらいオンデマンドで、本当に今楽しいことができるかという形
に若い人たちの視点が移ってきているので、やはりそこに乗って、どんどんおもしろいことを 仕 

掛けていくということが大事なのではと考えています。価値を作るというのと伝達というのと両方あると思っているのですが、伝達の
側からCOOL CHOICEというのが広がっていけば、結果としていろいろおもしろいことになるのではないでしょうか。 

 当時の記者発表も軒並み民放のニュースで取り上げられましたし、ここにありますとおり、高知や京都のラッピングバスのような
形で使われている。先ほど高須委員からもありましたけれども、２次創作はもうどんどんやっていったほうがいいなと思っていまして。
以前、我々も京都府のまゆまろというキャラクターデザインに、表情、ポーズ、動作、服装などを加えたデザインをコンペ形式で募
集したことがあり、そこで生まれたデザインがまたどんどん使われるみたいなことがありました。 

 あとは、ちょっとご提案したのは、今、YouTuberもバーチャルが今流行っていて、例えばキズナアイというデジタルキャラクターは、
ポリゴンでおじさんが動かしており、おじさんがこんにちはと言うと、表向きは２次元キャラクターが可愛らしく挨拶するというのが人
気で、登録者は100万人を超え、去年のチャンネル登録ランキングトップテンにも入っています。だから、君野イマと君野ミライも
バーチャルYouTuberになっていろいろやったら、みんな意外におもしろがってくれるのかもしれません。 

 あと、ちょっと前の例で、「ブラックジャックによろしく」という漫画の二次利用を認め、結局150万人がアプリをダウンロードしたの
です。だから、君野イマとか君野ミライの漫画とかを作って、わあっと並べて、どれ使ってもいいよみたいな感じで、素材がとにかく簡
単に使えて、ぱっとやれるというと、みんな何かしてくれるのではないでしょうか。 

 最後に、食べログが自社が認定した話題のお店にステッカーを配っていのですけれども、たとえば「COOL CHOICE 1000企
業」を認定して、たくさんの場所に君野イマと君野ミライのシールを送る。結果、あちこちに貼られ多くの方の目に触れるのではな
いかという、そんな敷居の低い形で、とにかく多くの人が色々なところで目にするということをやっていければと思います。  
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●とかしき環境副大臣 

 今日は、先生方から数多くの有意義なご意見をいただきまして、ありがとうございました。私も目が覚めるようなお話がたくさんござ
いまして、価値観を変える、もっと広報を強化したほうがいいとか、体験とか体感とかを行動に結びつけたほうがいいとか、意識づけ、
発信の工夫をもうちょっとしたほうがいいとか、ターゲットを絞ったほうがいい、自治体への取り組み、見える化、動機づけなど、非常に
参考になりました。また、最後にお話がありましたけれども、いかに楽しく、おもしろく、愉快にしてあげるかという視点が重要だという点
に共感します。今までは環境というと、環境だけで結構ブームになって盛り上がっていたのですが、やはりそこにいろいろな要素をつな
げて、トータルで発信していかないと、なかなか国民の皆様に響いていかないということがわかりまして、本当に今日は勉強になりまし
た。ということで、これからはかなり工夫をしていかないと、単なるキャンペーンでは国民の皆様はついてきてくださらないというのがよくわ
かりました。 
 まさに今、環境の世界も、環境単体ではなくて、例えばESG投資もそうなのですけれども、環境と金融がだんだんリンクしてきたりと、
環境と何かがリンクしていくという動きがどんどん出てきておりまして、やはりこれをどのように組み合わせて発信していくのかということで、
発信する側の知恵と工夫がかなり問われる、そんな時代になってきたと思っております。やはり最終的には、自分たちの生活にか
かってくることでありますので、それを取り組まないと、結局自分たちもしんどい思いをするのだよ、だからみんなでやりましょうね、という
機運をどれだけ盛り上げていくのかということで、やはりこういう取り組みをするのが格好いいとかクールなのだという雰囲気を出して
いって、環境と経済と普段の社会の生活を同時に取り組んでいただけるような雰囲気を作っていきたいと思います。環境省はまだま
だ知恵が足りないところがたくさんございますので、引き続き、いろいろアドバイスいただけるとありがたいかなと思っております。 
 2030年には26％削減、2050年には80％削減と、とても目標が大変でございますので、これを達成するにはいろいろアイデア、
工夫、そして行動も伴わなくてはいけません。どうかこのCOOL CHOICEの取り組みをこれからもどんどん拡大できますように、お力
添えいただきますようお願い申し上げ、そして今日のすばらしいご意見いただきましたこと、感謝申し上げて、お礼のご挨拶とさせてい
ただきます。ありがとうございました。 

 

●松澤地球温暖化対策課長  
 どうもありがとうございました。 
 本日、ご意見、それから宿題も頂戴しましたので、そういったことをしっかり対応させていただきながら、子供向けですとか、地球温
暖化防止のコミュニケーターの活用ですとか、デジタルキャラクターの活用、こういったところでさらに工夫をしてまいりたいと思います。
それでは、最後に、とかしき副大臣からご挨拶をお願いいたします。 

●松澤地球温暖化対策課長   
 以上で第4回COOL CHOICE 推進チームを終了させていただきます。ありがとうございました。 

【終了】 

4.閉会 
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